
令和６年度　第２回号

　10 月 16 日（水）に，第２回学校運営協議会が行われました。今回は，そこで話し
 合われた内容をお知らせします。　

　　 今回行われた内容は・・・。       
１　概要説明 
（1）  本校の教育活動について
 (2  )　本校の施設・設備について
 (3  )　本校の体力の現状について
 (4  )　全国学力・学習状況調査について
２　授業・施設参観 
３　協　議 　まず，最初に，教頭先生の方か
 (1  )　本校の施設・設備について ら，本校の新体力テストの結果と
 (2  )　本校の体力の現状について 全国学力・学習状況調査の結果に
 (3   )　全国学力・学習状況調査について ついて，説明してもらいました。
 (4  )　その他 　次に，授業参観及び施設のチェ
      ・　来年度の学校経営についての要望等 ックリストを各自持っていただき
     ・　学校の在り方検討会委員の選出 施設参観をしていただきました。

　最後に，概要説明に対する質疑や御意見を伺うとともに，授業・施設参観をした感
 想や御意見，来年度の学校経営についての要望等あわせて協議を行いました。

 
　では，協議の内容全てを紹介することは紙面上難しいので，いくつかずつ紹介いた

 します。
 
１　施設・設備について 
　・　教室の暗さを感じた。曇りの日には，ブラインドを全開にする等，工夫してほ
　　しい。 
　・　地域の協力も得ながら環境整備を行い，環境が整っている。先生方の負担にな
　　るようであれば，市で数校兼務でもかまわないので，環境整備職員を導入しても
　　らってはどうか。 
　・　車椅子に対応した施設への改善を。 
　・　音楽室前の校舎のつなぎ目からの横雨の降り込みを改善してもらえないか。 
　・　セロテープが剥がれそうになっている。 
　・　体育館前の使用していない給水器を撤去するように。 
　・　転落防止策の設置を。 
　・　子供たちへの配慮が行き届いていて，とてもよい教育環境だと思いました。い
　　つもありがとうございます。 
　・　音楽室の手洗い場の修理を。



 
２　体力の現状について 
　・　タブレットを活用しているとき，目が近い子がいた。 
　・　タブレットを活用させることで，視力が落ちていることはないか。対策が必要
　　ではないか。 
　・　体力作りを頑張ってほしい。体育の先生方の意見を聞いて，固定遊具を活用し
　　た児童用のサーキットコースを考え，遊び心を生かした取組をしてはどうか。け
　　がもしにくくなると思う。 
　・　様々な運動経験をさせることが大切なので，様々な運動をさせてほしい。 
 
３　学力の現状について 
　・　文章を読んだ経験が少ないと，高校生になって学習についていけないという記
　　事を読んだ。 
　・　まとめを子供たちにさせたり，授業の振り返り等をしっかりすることによって，
　　記述式の問題形式の正答率がとてもよくなったということだったので，今後も，

 　　継続して取り組んでほしい。
　・　タブレットを使う学習も始まったばかりで，課題もあるのではないか。 
　・　タブレット学習では，すぐに答えを知ることができるが，時間をかけて考えさ
　　せることも大切ではないか。ぐっと考えさせる授業＝毎日ではなくても，考え抜
　　いてできた喜びを味わわせてほしい。 
　・　算数の数と計算の領域の正答率が低い。考える力と練習不足からではないか。
　　練習問題等にたくさん取り組ませてほしい。 
　・　新聞に親しむ子供を育ててほしい。 
 
４　その他 
　・　いよいよ来年度は 40 人を切ってしまう可
　　能性もある。小中一貫校を新設すれば，宅
　　地も広がり人口が増える。スクール・バス
　　も走るようになれば，保護者だけでなく祖
　　父母も楽ができるようになる。また，多人
　　数の中で学習できる環境にもなる。 
　・　全国学習状況調査の質問の中に，「困りごとや不安があるときに，先生や学校
　　にいる大人にいつでも相談できますか。」という質問に対して，相談できないの
　　が半数いる。 
　・　（いじめの実態より）少人数の学校であるにも関わらず，学校が気付かずに保
　　護者から知らされるというのはどうか。データを生かした改善を考えることが大
　　切ではないか。 
　・　保健室が逃げ場所になってもよい。中学生になると，大人に話したがらない。 
　・　職員室の様子を見て，職員の雰囲気のよさを感じた。 
　・　ＰＴＡが今後も少なくなるので，地域で学校を支えていかなければならない。 
 
お知らせ　志布志市松山地域の学校の在り方検討委員会の委員に，学校運営協議会の
　　　　メンバーからは，下曽小川　省一さんになっていただきました。

「泰野小学校学校運営協議会便り」次回の発行は第３回実施後の 12  月下旬となります。


